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三友グループは SDGｓに取り組む
企業様・行政様と共に活動を推進します



１.三友環境総合研究所

私たちの考え

1. 2030年に持続可能な社会を実現するために、ＳＤＧｓの企業様、
自治体様へ推進・提案

2. 環境系の研究の企画、活動

3. 商事事業（卸売、販売企画）

4. システム企画・運用構築と販売

5. コンサルティング業務
(1) 環境：廃棄物、環境技術、ＢＣＰ計画、物流
(2) 人財：人事制度設計運用、労務、健康経営、各種マニュアル

6. ベンチャー企業の発掘・提携・出資

事業内容

三友グループのコーポレートスローガンは「資源と環境を守る」です。

三友グループは2018年に70周年を迎え、 「廃棄物に対する目線を未来に。」を新たなブランドコンセプトに据えました。
「廃棄物を単なる廃棄物として見ていない」「廃棄物活用の無限な可能性に賭けている」「未来の環境と資源は視点と
発想から変わる」のメッセージを発信させて頂いております。 2030年に向けたＳＤＧｓの活動への取り組みが、各企
業・地方自治体・個人において活発化してきています。 これらの背景から三友グループでは、優れた技術やノウハウを
持つパートナー企業様と一つの共同体として共存共栄していくエコシステム実現を目指し、「三友環境総合研究所」を
立ち上げました。

環境領域には幅広い分野があります。 当グループのお取り引きのある企業様は約4千社（8千事業所）になり、各
業界との接点をもっています。 当然、お困りごとは様々で、三友グループは「なんとかしてあげたい」の気持ちで、あらゆる
課題に全力で取り組んでいます。 これらの課題解決への対応にあたってはパートナー企業様と一緒に取り組むことで解
決した事例が多数あります。 このような事からも、1＋1＝2ではなく、1＋1が10にも100にもなる取り組みを目指しま
す。 「新しい価値を創造する」取り組みをパートナー企業様と一緒に実現してまいります。

BtoBプラットフォーム

■商事事業 ■人事労務コンサルティング ■環境コンサルティング ■システム事業 ■新規事業 ■安平環境総合研究所

 ・卸事業  ・人事労務  ・ＳＤＧｓ  ・システム企画、開発  ・各種　新技術の開拓

 ・薬品販売 　人事制度設計  ・廃棄物  ・システム運用  ・ベンチャーピッチ

 ・肥料 　健康経営  ・地域創生、活性化

■業務コンサルティング

・人事制度 ・労務管理 ・廃棄物 ・環境技術 ・産廃システム

・働き方改革 ・健康経営 ・ＢＣＰ ・労務管理 ・統合ファシリティ管理システム

・各種マニュアル ・各種マニュアル ・アプリ開発
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２.2020年度 活動概要

活動概要

6月

メールマガジン配信開始

8月
HP開設

スーパーシティ構想の取組に参画

10月

12月
地域企業・スタートアップ共創
アクセラレーターチャレンジ事業に参画

5月
キックオフミーティング

メルマガバックナンバーはこちらより→

HPを開設しました。会社概要をはじめ、パートナー企業・アドバイザーの
情報、取扱サービス・商材の情報、及びお知らせなどを発信しています。

←HPはこちらより

様々なデータを分野横断的に収集・整理し、提供、連携から生活に
またがる社会課題を解決し、様々なサービスの提供、住民福祉・利
便向上を図る「スーパーシティ」が日本で動き出しています。
三友グループでは全体を俯瞰し計画を支える「アーキテクト」といった

役割や三友グループのコア事業である「環境分野」での近未来的な
資源循環に取り組むためスーパーシティ構想に参画しました。

三友環境総合研究所の活動開始に先立ち、パートナー企業・アドバイ
ザーの顔合わせを兼ねたキックオフミーティングをオンライン上で行いました。

概要としては、
経済産業省関東経済産業局とCreww株式会社が主催の地域企
業と全国のスタートアップによる事業創出を目的としたオープンイノべー
ションプログラムで、多種な企業が、オープンイノベーションを通じて、従
来の枠組みを超えた企業間連携にチャレンジし、「新たな付加価値の
創出」や「稼ぐ力」の向上実現を目指す取り組みとなっています。

配信日 コラム トピックス

1号 6/1 三友環境総研とは？ OneBox/ウイルオフ

2号 6/16 SDGs PREMO/AIサーマルカメラ

3号 7/1 災害とコロナ対策 水電池/ウイルオフ

4号 7/16 緑産 マンゴー

5号 7/30 食品ロス POITO/マンゴー

6号 8/5 HP開設のお知らせ 過去の商材紹介

7号 8/21 水 タフバブラー・スマートバブラー

8号 9/1 健康 除菌アルコール/ウイルオフ/AIサーマルカメラ

9号 9/10 温室効果ガス 環境・社会報告書発刊のお知らせ

10号 9/23 安全対策 SUPPORT　JACKET

11号 10/2 PCB廃棄物 PCB廃棄物処理

12号 10/21 三友グループproject セルロース系エタノール生産システム

13号 11/9 触媒・光触媒 ALCURE/感染症対策商品

14号 11/17 コロナ渦で変化した言葉 三友グループセミナー2020のお知らせ

15号 11/25 共創アクセラレータチャレンジのお知らせ

16号 12/3 ギフティング 三友グループセミナー2020資料のご案内



３.2021年に向けて

■ 取り扱い商材の拡大 （種類数・商材数・売上高）

■ 技術商材を持つパートナー企業の開拓と提携

これからの活動予定
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■ 2050年カーボンニュートラルに向けた、自治体様、企業様への環境活動提案

■ 自治体に向けたリサイクル率向上に向けた提案

■ 企業内の環境知識、感度向上に向けたプログラム開発

■ 安全・衛生などIT技術を使ったプログラム開発

■ 自社内基幹システム開発と連携システム開発の販売（ Oneboxなど）

■ 自社OEMシステム・アプリ開発

■ 産業廃棄物データプラットフォーム構築に向けた活動開始

■ アクセラレータープログラムの推進と実行

■ 事業化に向けたR&Dの実行

会社概要

会社名 株式会社 三友環境総合研究所

本社所在地 〒252-0132 神奈川県相模原市緑区橋本台1-8-14
【TEL】042-774-1561 【FAX】042-773-2598

創立 昭和49年2月18日（※令和1年12月1日 七生総業株式会社より社名変更）
資本金 4,800万円

代表理事 小松 和史
副代表理事 小松 稔明
理事 小松 源
理事 山本 収三
事務局長 増田 光彦
理事 生越 正広（和光テクノサービス株式会社）
理事 平松 豊一（株式会社ユニオンサービス）
理事 渡辺 正人（SPEC株式会社）
アドバイザー 熊倉 良一（一般社団法人バチルス普及推進機構）
アドバイザー 加藤 英司（株式会社グローウィン・コンサルティング）

お問い合わせ

株式会社 三友環境総合研究所 事務局 増田・栗原・佐藤
【TEL】042-773-1431 【FAX】042-772-3941 【メールアドレス】 info@sanyusoken.com
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